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今

年

は

「
10
年
に
一

度
」
と
言
わ

れ

る

猛

暑

や
、
台
風
・

線
状
降
水
帯

に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
猛
威
を
振

っ
て
い
る
▼
10
年
前
の
２
０
１
４

年
は
、
８
月
に
は
集
中
豪
雨
に
よ

っ
て
広
島
市
の
住
宅
街
で
大
規
模

な
土
砂
災
害
が
起
き
、
９
月
に
は

長
野
・
岐
阜
の
県
境
に
あ
る
御
嶽

山
が
噴
火
し
、
多
く
の
死
傷
者
が

出
た
。
自
然
災
害
が
多
発
し
た
今

年
と
ラ
ッ
プ
す
る
▼
当
時
も
今
も

自
衛
隊
に
よ
る
災
害
派
遣
は
行
わ

れ
、
救
援
活
動
に
よ
っ
て
救
わ
れ

た
命
が
あ
る
の
は
事
実
だ
▼
一
方

で
、
２
０
１
４
年
当
時
の
安
倍
内

閣
は
憲
法
解
釈
を
変
更
し
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
限
定
的
な
容
認

を
臨
時
閣
議
で
決
定
し
た
。
海
外

で
の
武
力
行
使
は
し
な
い
と
し
て

き
た
戦
後
日
本
の
安
全
保
障
政
策

を
大
き
く
変
え
た
「
安
保
法
制
」

の
改
悪
で
あ
る
▼
日
本
政
府
は
、

安
保
法
制
の
改
悪
を
皮
切
り
に
、

災
害
に
お
け
る
自
衛
隊
の
必
要
性

を
利
用
し
な
が
ら
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
や
防
衛
費
の
増
額
な

ど
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
へ

と
ひ
た
走
っ
て
い
る
。
ヒ
ロ
シ
マ

の
平
和
記
念
式
典
に
て
「
願
う
だ

け
で
は
、
平
和
は
お
と
ず
れ
ま
せ

ん
。
色
鮮
や
か
な
日
常
を
守
り
、

平
和
を
つ
く
っ
て
い
く
の
は
私
た

ち
で
す
」
と
発
信
し
た
子
ど
も
た

ち
の
よ
う
に
、
私
自
身
も
平
和
と

命
の
尊
さ
を
発
信
し
て
い
く
。

 

（
Ｊ
・
Ｆ
）

Ｊ
Ｒ
東
労
組
青
年
連
絡
協
議
会

 

第
１
回
拡
大
代
表
幹
事
会

　
８
月
24
日
、
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
に
お
い

て
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
青
年
連
絡
協
議
会
第
１

回
拡
大
代
表
幹
事
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
青
年
部
は
６
月
に
開
催

さ
れ
た
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
第
43
回
定
期
大

会
」
に
お
い
て
、
新
た
に
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組

青
年
連
絡
協
議
会
」
へ
と
移
行
し
ま
し

た
。

　
拡
大
代
表
幹
事
会
で
は
16
名
か
ら
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
24
春
闘
総
対
話
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
行
動
に
お
い
て
全
体
の
93
・
６
％

の
仲
間
と
の
対
話
を
つ
く
り
出
し
た
こ
と

や
、
沖
縄
平
和
研
修
・
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
研

修
に
参
加
し
、
現
地
に
立
つ
こ
と
で
価
値

観
が
変
わ
り
、
労
働
組
合
が
平
和
運
動
を

取
り
組
む
意
義
が
確
定
で
き
た
こ
と
な
ど

が
出
さ
れ
、
一
年
間
の
運
動
の
到
達
点
を

全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。
協
議
会
へ
の
移

行
に
つ
い
て
も
多
く
の
仲
間
か
ら
「
悔
し

い
」
な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
実
を
受
け
止
め
、
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
青
年
部
再
建
を
め
ざ
し
、
各
地
に
お
い

て
奮
闘
す
る
こ
と
を
一
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
王
子
地
本
管
内
で
発
生
し
た

パ
ワ
ハ
ラ
事
象
を
め
ぐ
り
、
青
年
連
絡
協

議
会
と
し
て
も
パ
ワ
ハ
ラ
や
事
実
を
捻
じ

曲
げ
る
会
社
姿
勢
を
断
固
許
さ
ず
、
共
に

た
た
か
う
決
意
を
込
め
、
八
王
子
の
仲
間

に
檄
布
を
渡
し
ま
し
た
。

　
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
傲
慢
な
経
営
姿
勢

や
、
組
織
の
現
実
な
ど
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
仲
間

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
青
年
ら
し

く
「
よ
く
遊
び
、
よ
く
学
び
、
よ
く
た
た

か
う
」
こ
と
を
意
識
し
て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
青

年
連
絡
協
議
会
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
！

新役員体制（敬称略）

議　長 宮下　洋介 大宮

副議長 七ツ田　卓 盛岡

事務長 内田　　涼 盛岡

幹　事 小松　拓斗 盛岡

幹　事 三浦　圭斗 秋田

幹　事 鈴木　敬太 仙台

幹　事 庄司　健人 千葉

幹　事 合田　智之 横浜

幹　事 本田　　隼 大宮

幹　事 髙沢　啓太 信越

詳細はサークルNEWSをご参照ください！

サークル大会・例会のお知らせ

【ネイチャークラブ】　第28回例会【ネイチャークラブ】　第28回例会・・総会総会
 10/6 ～ 7　　足尾の森（栃木県） 10/6 ～ 7　　足尾の森（栃木県）

【【釣り部】　第33回釣り大会釣り部】　第33回釣り大会
 10/30 ～ 31　①平塚港・庄三郎丸 10/30 ～ 31　①平塚港・庄三郎丸

 　　　　　　②フィッシングフィールド中津川（神奈川県） 　　　　　　②フィッシングフィールド中津川（神奈川県）

【【ソフトボール部】　第26回ソフトボール大会ソフトボール部】　第26回ソフトボール大会
 11/7 ～ 8　　十六沼公園（福島県） 11/7 ～ 8　　十六沼公園（福島県）

【【写真部】　第29回撮影会写真部】　第29回撮影会
 11/11 ～ 12　ひたちなか海浜鉄道 11/11 ～ 12　ひたちなか海浜鉄道

　　　　　　 ひたちなか海浜公園（茨城県）　　　　　　 ひたちなか海浜公園（茨城県）

【【ボウリング部】　第15回ボウリング大会・総会ボウリング部】　第15回ボウリング大会・総会
 11/27　　　 仙台プレイボウリング（宮城県） 11/27　　　 仙台プレイボウリング（宮城県）

絵
画
部 

鑑
賞
会
を
開
催
！

　
９
月
10
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
絵
画
部
は
Ｓ

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
美
術
館
で
、「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク

展
」
と
ア
ジ
ア
で
唯
一
見
ら
れ
る
ゴ
ッ
ホ

の
「
ひ
ま
わ
り
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
絵

画
部
と
し
て
７
年
ぶ
り
の
活
動
に
は
９
名

の
仲
間
が
集
ま
り
、
久
々
の
再
会
と
絵
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
全
員
で
絵
画
部
再
建
を
め
ざ
す
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
油
絵
、
水
彩
画
、
ペ
ン
画
、
版
画
、
デ

ジ
タ
ル
、
切
り
絵
等
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま

せ
ん
。
絵
が
描
け
な
く
て
も
絵
画
鑑
賞
に

興
味
が
あ
る
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　
美
術
は
、
観
察
力
、
想
像
力
、
分
析

力
、
表
現
力
、
創
造
力
、
行
動
力
等
が
高

ま
り
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動
に
必
要
な
力
も

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
仲
間

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
９
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
東
京

地
本
会
議
室
に
お
い
て
、
韓
国
・
希
望
鉄

道
財
団
「
公
共
鉄
道
青
年
学
校
」
と
の
国

際
交
流
を
昨
年
に
引
き
続
き
行
い
ま
し

た
。

　「
公
共
鉄
道
青
年
学
校
」
と
は
２
０
２

０
年
か
ら
始
ま
っ
た
労
働
組
合
の
青
年
活

動
で
あ
り
、
多
く
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
２
年

に
は
鉄
道
の
労
使
が
出
資
し
て
、
希
望
鉄

道
財
団
が
主
幹
す
る
教
育
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
意
見
交
換
で
は
、
①
公
共
鉄
道
青
年
学

校
と
希
望
鉄
道
財
団
の
紹
介
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
報
告
、
②
韓
国
鉄
道
労
組
の

取
り
組
み
・
た
た
か
い
に
つ
い
て
の
報

告
、
③
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
課
題
や
労
働
者
の

課
題
に
つ
い
て
相
互
に
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
駅
、
乗
務
員
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

系
統
な
ど
様
々
な
職
場
で
働
く
中
で
感
じ

て
い
る
こ
と
や
、
鉄
道
に
関
す
る
悩
み
な

ど
も
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
国
や
労
働
運

動
は
違
え
ど
、
労
働
組
合
は
労
働
者
の
た

め
に
あ
り
、
た
た
か
い
を
つ
く
り
出
す
こ

と
は
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
今
後
も
労
働
者
同
士
の
連
帯
を
大

切
に
し
、
共
に
た
た
か
い
ま
す
。

韓
国
希
望
鉄
道
財
団
と
の

 

国
際
交
流
を
実
施
！


